
 

早稲田大学・小林麻理先生編著『地方自治体は重い負担に耐えられるか －｢民｣の力

を結集する方法－ 』が発刊されました。 

大震災の被害に立ち向かう自治体の財政は厳しく、民間の力を欠くことはできませ

ん。本書では民間の様々な力を集める調整役としての自治体の新しい役割を描いてお

ります。第 2 章では、民間のノウハウとして全住協の被災者支援活動を取り上げてお

りますので、ご一読頂ければ幸いでございます。 

（早稲田大学出版部／2011 年 12 月 25 日発刊） 
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第１章：「震災後」の自治体の課題――「調整者」への役割転換 

第２章：民間のノウハウの貴重さ――賃貸住宅業界による被害者救援活動に学ぶ 

第３章：市民社会の多様な力を引き出す――これまでの優れた経験 

第４章：伝統的な政府観を脱して――新しい自治体のイメージ 

第５章：地方自治体が変わるチャンス――期待に応えるための 3 つの提言 
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